修理 • 取扱い-手入れなどは まホお買い上げの販売店へ ごネ目談ください。 


転居や贈答品でお困りの場合は、下記窓□にご相談くださし、。 


東 化 

埼玉•群馬- 
中部（新漏除く) 
中国. 四 


地区 (022) 382-7791 
新潟地区 (048) 723-5131 
-東海地区の 587) 54-4111 
国地区 (082) 870-7776 


東京•巧奈リ I •千葉地区 
栃木-茨城地区 
近畿 地区 

九州•沖縄地区 


(042) 490-5545 
(0286) 52-5046 
(072) 975-4100 
(092) 671-8648 


※受付時間平日（±•曰•祝日および年末年始等の連休を除く）9:00〜17:00 
※上記の相談窓□が通じない場合や、北海道•北陸地区のお客様は、当社お客様相談室(下記）に 
おかけください。 


パナソニックサイクルテック株式会社お客様相談室 
Tel : (072) 977-1603 

受付時間 9:00〜20:00 


愛情点検 

定期点検をし、ま全走巧をしましょラ！ 

潔 


こんなな状は 
ありませんか 

•異甫な音がずる 
•がたつきやゆるみ 
•車輪の振れ 
•ブレーキの効きが悪い 

► 

ご使用 
中止 

事故防止のため、必ず 
販売店に点検、整備を 
依頼してください。 



便利メモ (おぼえのため、記入されると便利でず。） 


販売店名 


お買い上げ曰 

年月日 

電 話 

( ) - 

品 を 


車体香号 


キー 香号 


防犯登録香号 



【ご旧談におけるお客様に関ずる情報のお取り扱いについて】 

パナソニックサイクルテック株式会社および関係会社（じ(下 
r 当社」）は、お客様の個人情報をパナソニック製品に関ずる 
ご相談対応や修理サービスなどに利用させていただきまず。 
イ并せて、お問い合わせ内容を正確に把握ずるため、ごホ目談内 
容を録音させていただきまず。また、おり返し電話をさせて 
いただくときのために発信密号を通知いただいておりまずの 
で、ご了承願いまず。当社は、お客様の個人情報を適切に管 
理し、修理業務等を委託ずる場合や正当な i 里由がある場合を 
除き、第=者に個人情報を開示•提供いたしません。個人情 
報に関ずるお問い合わせは、ご相談いただきました窓□にご 
連絡ください。 


パナソニックサイクルテック株式会社 

干 582-8501 大阪府巧原巿片山の13密13号 
© Panasonic Cycle Technology Co., Ltd. 2010 
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Panasonic 


取扱説明書 

電動アシスト自転ま 

BE-ENW072 



Off Time 

ELECTRIC ASSISTED BI CYCLE 


※イラストは、イメージ図を使用していまず。形状やデザインが、 
お買い上げいただいた自転車と異なる場合があります。 


保証書別添付 


白転車のルールを守って、安全走行 
♦止まって確認、らくらく発進 
^ •ライトをつけて、らくらく走行 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただ 

き、まことにありがとうございまず。 

•取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくを全にお使 
し、くださし、。 

•ご使用前に 「ま 全上のごを 意」 (4 〜 11 ページ） 
を必ずお読みください。 

•な証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入 
を確かめ、取扱説明書とともに大切にな管してく 
ださい。 

•製品をイ也の人に譲渡される場合は、この取扱説明 
書を一緒にお渡しください。 

•お子様がお使いになる場合は、な護をの方がこの 
取扱説明書を必ずお読みいただき、正しい索りか 
たをご指暮ください。 

•この自転車は、散歩、買い物などの曰甫生活用とし 
て設計されていまず。新聞配達など、業務用として 
ご使用にならないでください。 

•を全のため、ヘルメットの着用をお勧めしまず。 

♦万が一の事故に備え、対人’対物目宜償保険に加入 
されることをお勧めしまず。 

•必ホ販売店で防犯登録の申請手続きを行ってく 
ださい。（まちで義務付けられていまず。） 

































お買い求めいただいた自転車は、電動補助(アシスト）システムが付いた自転車でず。 
電動アシスト自転車は、普通の自転車と異なった部分がありまず。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく、安全、快適にお乗りください。 

♦お買いホめいただいた電動アシスト自輯車の特長 

①巧許 証が不要でず。 

電動アシスト自転車は、運転免許証無しで乗ることができまず。 

③ アシストカの働きで楽に柔れます。 

ペダルを一定な上の力で踏むとアシストカが働き、自転車よりも軽い踏力で走行できまず。 

改正された道路交通ま施行規則 (2008 年）に適合した新基準対応モデルでず。 

☆下のブラフは r 人の踏力」と r 電動のアシストカ」との関係をイメージで表していまず。 

•アシストカとアシストが働く速度範囲は、アシストモード、変速イ立置により変化しまず。 

-まる人の踏力、道路の状況、乗員と積載荷物を含む総質量の条件により楽になる度合に差が生じまず。 
.アシスト率(人の踏力と電動のアシストカとの比率）は約10 km / h から徐々に下がっていきまずが、バッテリー 
價池）の電力;'肖費は20 km / h 付おで最大となりまず。 

-お買い求めいただいた電動アシスト自転車のアシストカの変化は36ぺージをご覧ください。 


力 

の 

比 

率 


0 km/h 10 km/h 24 km/h 

速度 ( km / h ) ^ 

⑤バッテリーが切れても、普通の自転まとして走行できます。 

夜間ライトがつかないときは、巧して歩いてください。無な火での夜間索車は、ミ去令違反になりまず。 

④ アシストモード切替機能が付いていまず。 

バックライト付き手元スイッチのボタン操作で、平化のイ氏アシスト走行から急あでのパワフル走行まで自動制御ず 
る「オートマチック」が選べまず。 

⑤ リチウ厶イオンバッテリーを使用しています。 

メモリー効果*のむ配がなく、軽量でを全性に優れたリチウムイオンバッテリーを搭載していまず。 
※メモリー効果とは、継ぎ足し充電を何度も繰り返ずことで見かけ上のバッテリーの性能が低下ずる状態のこと 
でず。 

⑥ 工具不要で折0たたみが可能でず。 

工具不要で簡単におりたため、車などに積むことができまず。 



•なのよラなときはアシストカは働きません。 

• 時速が24 km / h な上のとき。 

-ペダルを踏む力が弱いとき、または、ペダルの回転を止めているとき。 

•バッテリーの残量がなくなったとき。 

-才ートオフシステムが働いたとき。（電源が入った状態で10分な上ペダルを踏まなかったとき、自動的に電源が 
切れまず。再度走行ずるときは、電源を入れてください。） 



も< じ 


はじめに 

•安全上のごを意 ( 1 )( 2 ) ( 3 ) ( 4 ) 

参各部のなまえ （1)(2). 12 

巧電のしかた 

•充電しましょう （1)(2). 16 

乗るまえに 

•乗るまえの準備 （1)(2)( 組立手順 ). 19 

•乗るまえの点検と調舊 ( 1 )( 2 ) ( 3 ) ( 4 ) . 22 
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•お手入れ/ミ主油について . 44 

•を期点検 . 46 
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•オプション ( 別売部品 ). 51 























安全上のご注意 (1) ( 必ずお守りください） 


人への危害、財産の損害を防止ずるため、おずお守りいただくことを説明していまず。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 危険 

「死こや重傷を負うおそれが大きい内容」でず。 

A 警告 

「死こや重傷を負ラおそれがある内容」でず。 

A ミ主意 

「傷害を負ラことや、財産の損害が発生ずるおそれがある内容」でず。 


■お守りいただく内容を;欠の図記号で説明していまず。（巧は図記号の例でず) 


0 ® 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容です。 

A 

気をつけていただく内容です。 
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【け 




/!\ 言 口 

\ ノ 


\ 

■サドルは「はめ合せ 
限巧標識」が見える 
が態で柔らない 

シートポストの巧 
v \ J れにより、転倒や 
衝突によるけがの 
が自ます。 

■改造や分招、また指定 
なタトのを油はしない 

部品の破損や \ 

ブレ-キが効か 
なくなって転倒 
や衝突によるけ 
/^\がのもそれがあ 

リジ りまず。 

ミ 主油禁止 

■八ブステップなどの 
巧出物を装着しない 

り雜 

巧行者などに危害をおよ 
ぼずおそれがありまず。 

■調壁をの締め付け 
をお認せずに柔ら 
ない(ま輪の脱着や 
サドル•バツテリー 
ライトなど） 

車輪などが外れ 
て、転倒による 
けがのおそれが 
ありまず。 

J 


※バッテリー本体にも表示しています。 


A 危険 


■当社電動アシスト自括ま専用の 
回生巧電対応バッテリーです 
この機器なタトに使用しない 



■専用巧電器を使用してください 


〇 




発熱、発火、破裂の原因となりまず。 


■クギで剌した0、衝撃を与え 
た0、 分解-改造をしない 



■(+) と（一）を金属などで 
接がさせない 

ネックレス、ヘアピンなどと一 
緒に持ち運んだ0巧管しない 


0 



■火のそばなど富温の場所で 
巧電•使用•放置をしない 


0 



発熱、発火、破裂の原因となりまず。 


A 警告 


■水を入れた0、水中に巧下 
しない 

0 端子部から水を入れると 
シヨー トして、発熱、発火 
破裂の原因となりまず。 

♦ノ ッテリー内部に明らかに水が 
浸入したと思われる場合は使用 
を停止し、販売店で点検をうけ 
てくださし、。 


■傷ついたまま使用しない 

0 ヶースなど、破損したまま 
使用ずると液漏れのおそ 
れがあり、目に入った場 
合失明ずるおそれがあり 
まず。 


■大雨菁で自おま本体(バッテリー部） 
が水に還かった場合、使用しない 

0 不意にアシストが停止ずる場合が 
あり、バランスを崩し、転倒によ 
るけがのおそれがありまず。 

参本自転車は生活防水性能を備えていま 
ずが、大雨等によりバッテリー内部に水 
が入った場合は使用を停止し、販売店で 
点検をうけてください。 


はじめに 










































ま全上のご注意 (2) C 必ずお守りくだ曼。っ 


A 警告 


■衝撃を与えた0、落下や水羅 
れ、高湿度な場所での使用は 
しない 


0 



発熱、発火、感電のおそれがありまず。 


■電源プラグは根元まで確実に 
差し込む 


〇 




差し込みが不完全でずと、感電や 
発熱による火災の原因になります。 


■巧電端子を金属でショート 
させない 



発熱、発火、感電のおそれがありまず。 
参充電しないときは、端子カバーを 
かぶせておいてくださし、。 


■幼巧やぺットががれる所に 
放置しない 



感電-あ障-火災の原因になります。 


■めれた手で電源プラグの巧き 
差しはしない 

めれ手禁止 ^ 

感電のおそれがありまず。 


■巧電端子部にボタン•コイン 
電池を接軸させない 

0 ボタン•コイン電池が破裂 
し、発火のおそれがありまず。 
♦充電しないときは、端子力 
バーをかぶせておいてく 
ださい。 


I コンセントや配線器具の定巧 
を超える使い方や、交流 
100 V なタトでの使用はしない 


■巧電端子や電源プラグのほこ 
0等は定期的にとる 




■電源コードや電源プラグ•ケース 
を破損するよラなことはしない 
(傷つけたり、加工した0、熱お員 
に巧ブけたり、無理に曲げた0、 
ねじった0、引っ張ったり、重い 
物を載せた0、まねた D しない） 


たこ足配線等で、定巧を超えると、 
発熱による火災の原因になりまず。 


ほこりがたまると、湿気等で絶縁不 
良となり、火災の原因になりまず。 
♦電源プラグを抜き、乾いた巧でが 
し、てくださし、。 



■電源コードを巧電器本体に 
まきつけて巧管しない 

0 電源コードやプラグが断線 
し、傷んだまま使用ずると、 
感電•故障•火災の原因に 
なりまず。 


■専用バッテリーなタトの巧電に 
は、使用しない 

バッテリーの液漏れ、発熱 
による火災のおそれがあり 
まず。 


傷んだまま使用ずると、感電-故障- 
火災の原因になります。 

参コードやプラグの修理は、販売店 
にご相談ください。 


0 


■分解や改造はしない 


⑩ 

巧瞄禁止 


■巧電中はカバ’一をした0、上に物を置かない 

r\) 内部が発熱し、火災のおそれがありまず。 



発熱、発火、感電のおそれがありまず。 


A ミ主意 


■巧電中は長時固、皮膚の同じ場所でがれない 

r\) 巧電中は、40で〜60 °C になる場合があり、低温やけどのおそれがありまず。 
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■電動アシスト自輯まを安全に乗るために 


A 警告 


■けんけん柔り(けり柔り）しない 


0 



転倒や接軸事故によるけがのおそれがありまず。 

参必ずサドルにまたがって、発進してください。 

※けんけん柔り（けり柔り）とは、片足でペダルをこぎながら 
助走し、反動をつけてサドルにまたがる乗り方です。 


■電動アシスト自居まになれるまでは、まが通らない 
平坦な場所(公国や広場等）で十分練習する 


〇 



転倒や衝突事がによるけがのおそれがありまず。 

参電動アシスト自転車になれるまでは r エコモード」で走行 
してください。 


■停ま中は、前をブレーキをかけたげ態にし、 
ペダルに足を柔せない 


■巧進時は、ペダルを強く踏み込まない 


0 




不用意なアシストカが働き転倒や接細事故によるけがのおそ 
れがあります。 


思わめ急発進により転倒や衝突事故によるけがのおそれが 
ありまず。 

参一般の自転車のよラに強く踏み込まなくても、楽に発進ず 
ることができまず。 


I バッテリーがお実に装着されているか確認する 



I バッテリー残量がかないが態(手元スイッチの LED 
点滅が態）のときには、上0坂で柔ましない 


0 



走行中にバッテリーがお落し、転倒によるけがのおそれが 
ありまず。 


アシストが切れたときに、バランスを崩し、転倒によるけがの 
おそれがありまず。 


■走行中、手元スイッチの電源を入0切0しない 
■走巧中、アシストモードの切替をしない 

0 上りあや発進時、誤操作等でアシストが切れたとき 
に、バランスを崩し、転倒によるけがのおそれがあり 
まず。 

参必ず停止して、電源の入り切りをしてください。 


■巧固走行前には必ず/ \’ッテリー残量をお認する 

0 走行中アシストが切れた場合、ライトはしばらく点な 
した後ミ肖なしまず。ミ肖な後の乗車は衝突や転倒によ 
るけがのおそれがありまず。 

♦夜間走行中、ライトが点滅状態や;'肖な状態になった場合、 
押して巧いてください。点滅状態やおな火での夜間乗車 
は、まち違反になります。 
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ま全上のご注意 (3) ( 必ずお守りください） 


■乗るまえに 


まず体に合わせてください 

•図のように販売店で調整してもらってくださし、。 
•操作して確認してください。 

①円滑なぺダリンブができる。 

③ブレーキや変速機が確実に操作できる。 

⑤ハンドル操作が容易にできる。 


上体は軽く\ 
傾く程度に 、 


ペダルはつま先で踏む' 



ヒジが軽くながる 
程風こ 

ヒザがハンドルに 
当たらないよラに 


id 足が地面に島くよラに 


安全な服装で乗ってください 

煙輪に巻き込まれやずい服装はしない） 

•ズボンの巧れやチェーンへの巻き込み、ギヤへの引っ 
かかり等を防止ずるために、チェーンやギヤがむき 
出しの自転車に乗るときは、ズボンのおをズボンバ 
ンドで止めてくださし、。 

•旧童 (13 歳末満のを）•幼旧のな護をは、 

お子様が乗車ずるとき、かならず ヘルメット 

ヘルメットをかぶらせてくださし、。 



手袋 


サイク U ンヴ' 
シューズまたは 
運動靴, 



必ず点検をしてください 

•必ホ取扱説明書をよく読んで点検してくださし、。 
•わからないときは販売店に相談してください。 

•未組な及び未調整の自転車は使用しないでください。 



乗る練習は必ず巧ってください 

•練習を空地や公圍などを全な場所で、行ってください。 
•よく練習してから一般道路でお索りください。 



I 乗ったあとは 


ミ夫められた場所に鼠輪してください 

•駐輪ずるときは、イ也の人に迷惑にならないよう、 
決められた場所にとめましょう。 

•盗難防止のため、必ず鍵をかけましよラ。 



g 転車放置禁止 

•自転車の放置は、化の人に迷惑をかけるばかりでな 
く、環境悪化の原因となりまず。絶対に止めましょう。 
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■自掠まの交通安全ルールを守0ましよ5 

※違反ずると、道路交通をの罰則を受けることがありまず。 


自転車は、車道通行が原則でず 

•歩道と車道の区別のあるところは自転車は車道の 
在端に寄って通行しましょう。 



30 kg を超える荷物を積載しない 

•ただし、自転車や取扱説明書等へ積載条件の記載 
がある場合はそちらを守ってください。 



夜間やトンネル内、視界の悪いときは、ライト 
を点灯して通行しましょう 
•夜の無灯火運転は交通違反でず。 

•暗いところではライトを点けて通行しましょう。 



巧の様な場合は、歩道通行ができまず 
(その時にも歩道は歩行を優先、車道よりを徐行） 
•自転車歩道通行巧の標識等で指定されている場合。 
•運転をが旧童、幼旧、7 0歳な上の場合。 

•車道や交通の状況からみてやむを得ない場合。 



交差点では一時停止とま全確認を 
•一時停止の標識を守り、広い道に出る時は、徐行と 
を全確認を。 

•信号機がある場合は、信号を必ず守りましよラ。 



かの様な運転はしない 

•へッドフォンを使用しながらの運転。 

•傘さし運転。 

•携帯電話を操作しながらの運転。 


すん 公 J J 



二人乗り、並進、飲酒運転は禁止 

• 6 歳末満の子供を幼旧用座席に一人柔せる場合等を除き、二人乗りは禁止でず。（幼旧二人同乗用自転車を除く） 
•r 化進す」標識のある場所な外は化進は禁止でず。 

•飲;'国運転は禁止でず。 



はじめに 
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ま全上のご注意 (4) ( 必ずお守りください） 


交通事故を防ぐために 


転倒事故を防ぐために 


自動車や子供に注意！ 

ま全をお認し、柔〇ましよラ 

車の横を走る 
ときに! 


こんな時 



開くドアや人の巧びお 
しにを意する 


A 


学校や公国が 
おくにある 
ときに！ 


交差点を通る 
ときに！ 



子供の巧び出しに 
を意する 


A 



ち巧車にまき込まれ 
ないよラにを意する 


A 


广 

■雨•風•雪のひどいと 

■合図なタトは、八ンドル 

きは柔らない 


り纖 ... 



バランスがとりにくく、転倒 

バランスを崩し、転倒によ 

によるけがのおそれがあり 

るけがのおそれがありまず。 

\ 

まず。 

こんな場所 

/ 

■滑 D やすいところでは 

、 

■凹凸の激しいところを 

柔らない(積雪や凍結 

走らない（ホ道の段差 

した道、鉄おやめかる 

や、溝など） 

みなど） 

フレームや車輪の 

iTN スリップして、転倒 

v\J 損傷や転倒による 

( X/ によるけがのおそれ 

けがのおそれが 

があります。 

ありまず。 

♦固りて、巧して歩いてくだ 

参降りて、巧してホいてくだ 

さい。 

さい。 


はじめに 


自酷車で道を走る時のルール-マナー 


けがをせずに、他の人にも迷惑をかけないために、乗り方や交通ルールを守りましょう。 
ま全のため、ヘルメットの着用をおずずめしまず。 


こんな柔〇方 


こんな使い方 


■巻き込みやすい物を 
ま輪やギヤにお接さ 
せて柔らない（長いス 
力ートやマフラー、傘 
やペットのひもなど） 


0 



車輪やギヤに巻き込まれ、 
転倒によるけがのおそれが 
ありまず。 


■滑 D やすい靴や、かか 
との高い靴、厚底靴な 
どをはいて柔らない 

&頁 


ペダルから足がタトれ、転倒 
によるけがのおそれがあり 
まず。 


■かさやステッキ、釣 D 
ざお等をま体に差し込 
んだり、 釣0下げた0 
して柔らない 

&餘 

車輪に卷き込んだり、他の 
人や物にぶつけて事故や転 
倒によるけがのおそれがあ 
りまず。 


■手やハンドルに荷物を 
かけた0、ペットをつ 
ながない 


0 



荷物やひもが、車輪に巻き 
込まれたり、バランスを崩 
し、転倒によるけがのおそ 
れがあります。 


■±踏まずやかかとで 
ペダルを踏まない 



カーブでつま先が前車輪に 
あたり転倒によるけがのお 
それがありまず。 


I 力ーブで曲がる側のぺ 
ダルを下げない 


0 



ペダルが地面と接細し、転 
倒によるけがのおそれがあ 
りまず。 


I 走巧なタトに使わない 
(踏み台巧ね D など） 



転倒によるけがのおそれが 
ありまず。 

■スホ‘ークの固に固お物 
(ボールなど）を入れ 
て走らない 


0 



車輪に巻き込まれて転倒 
によるけがのおそれがあり 
まず。 



はじめに 
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さ部のなま无 (1) 



はじめに 
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ハンドルステム- 

フレーキワイヤ- 

バックライト付- 
手元スイッチ 

(が下図） 

後ブレーキレバー- 
にぎ0(グリップ)- 
ノ\ンドルバー 


rf 

が MU // \\\ 

け 


一口六 

It ' —^ 

お 

心 


Iwl 


冷 

111 



-フ □ントリフレクタ 
一体型バッテリー 
ライト 

-変速ワイヤ 

-前ブレーキレバー 

-シフトグリップ 


I パックライトがき手元スイッチ 

ライトポタン 
アシストランフ° 


アシスト 
切曽ポタン 


噫)^^^^ 


電源ポタン 

残量表示ランプ 


■付属品 

自転車本体のイせに下記のものがずベて含まれて 
いることをご確認ください。 

•充電器 •ワイヤ錠 

•端子カバー 

•取扱説巧書/保証書 ド ^ 

:熙 t 力ご） Ww 

参締付けバンド (X 2) 1 


A 警告 


※電源ボタン「入」のとき、バックライトが点なし、夜間 
走行時もボタン操作がしやずくなっていまず。 

化ソ下「手元スイッチ」） 


■走行時ワイヤ挺をま輪のおくや八ンドルにぶらさ 
びない 

0 スポークに 巻き込んだり、ハンドルがとられて 
転倒によるけがのおそれがありまず。 


はじめに 
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さ部のなまえ (2) 



I バッテリー 

残量表示ボタン 


残量表示ランプ 
( c ^ 32-42 ページ） 


:減 



■巧電器 




端モカバー 

(原=16〜17ぺ-ジ） 


参巧電のしかた 

(が16〜18ぺージ） 


I キー（バッテリー□ック、ワイヤ錠) 



•スぺアキーは付属の保管袋に入れて、大切にな管してください。 

•キーの密号は、控えておいてください。（保証書のキー密号欄とこの説明書の裏面の記入 
欄に記入できまず。）キーを紛失されても、番号がわかればスぺアキーをおボめいただけま 
す。 販売店にごを文ください。 


r お知らせ^ 

•ワイヤ錠のみ交換された場合は、キーが2種類になりまず。 


■駆動ユニット 

トルクセンサー 


モータ_ 


アシストギヤ 



駆動ギヤ 


ペダルの踏力を、クランクを通じてトルクセンサーで感知し、最適なアシ 
ストカをモーターからアシストギヤへ伝えることにより、快適なアシスト 
走行を実現していまず。 


クランク 


はじめに 
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\/Ki 

を化 
言口 

ノ 

/ 

■まを装置は取0タトさない 



外したまま使用ずると、事故発生によるけがのおそれがありまず。 


■安全装置 

スポーク U フレクタ 


前車輪脱落防止金具 


リ卡リフレクタ 
(後部反射器） 


フ□ント U フレクタ 
(前部反射器） 






横からの化を反射しまず 

ぺ夕 '' J レリフレクタ 



前車輪の脱落を防止しまず 後からの光を反射しまず 前からの化を反射しまず 

※リフレクタが破損した場合は、直ちに新品と交換してください。 

(リヤリフレクタが破損したままでの夜間柔車は法令違反になりまず。） 


前後からの光を反射しまず 



■品香および型式認定済 TS マーク(保険なし） 

•この型式認定済 TS マークは、国家公を委員会の型式認定を取得した製品にのみ 
表示ずる事ができるもので、をむして自転車としてご利用頂ける証明でず。 

•ち上の英数字は車種品番、左上の0は型式認定済 TS マークを表していまず。 
•このマークには、交通傷害保険は付帯していません。保険付き TS マークの貼付に 
ついては47ぺージを参照ください。 

型式認定済 TS マーク 


巧 XX-XXXXXXX 
^ 型式 [XXXXX 

熙動ネま助機巧自転車" IyYYY YV 
型式認定番号 A 入入入一入 A 

普通自転車 VVVV VV 
型式認定番号 aAAA 一 AA 


Panasonic Cvcie Technology Co., Ltd. 


-車種品番 


1車体香号(刻印位置） 

防犯登録に必要で、9文字(数字と英字）で表示していまず。 
※マークをはがしたり、傷つけたりしないでください。 


はじめに 
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巧電しましょう (1) 


手元スイッチの電源を切る 

手元スイッチの電源ボタンを巧して電源を切る。(全ランプミ肖灯） 

電源を切らないでバッテリーを外ずと故障の原因になりまず。 



2. バッテリー□ックをタトし、パッテリーを弓 I き上げる 

バッテリーをミえ、バッテリー□ックキーを反時計方向に 60 度回す。 
( 開錠状態のままキーを固定できまず。） 

バッテリーをゆっくり手前に倒す。 

開錠状態のまま固定が巧能 





X ‘ 




/ 




(このが態ではキーは抜けません) 



両手で支えながら引き上げて外す。バッテリー□ックキーを時計方向に 
60 度戻しキーを抜く。 



A ミ主意 


! む/テリーを支えてか6/む/テリー□ックキーをまわす 

落下し、けがをずるおそれがありまず。 


〇 


♦バッテリーを取り外した後、バッテリー□ックキーを抜き、な管してください。 
•長期間、バッテリーを取り外したままにずるときは、汚れやほこりがつかないよう 
に、付属の端子カバーを装着してください。 


3. バッテリーを巧電器にセットする 

電源プラグをコンセント (AC100V) に差込み、バッテリーを充電器に奥まで巧し込む。 



巧電のしかた 
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G ノ ッテリーは酷暑、酷寒、衝撃を避けるのが上手な使い方です。） 


4. 巧量表示ランプをお認する 

バッテリーの残量表示ランプの点灯(赤色)を確認ずる。 
(充電状態に応じた表示になりまを） 





残量表示ランプ点灯’点滅 


残量表示ランプミ肖灯 

• ii 户 


(充電中） 


(充電完了） 


参巧電時間の目ま （気温 20 で） 

100 %充電まで . 約3時間 

(充電時間は、アシストがなくなるまでバッテリーを使用したときの目をでず。） 


( お知らせ） 

•走行直後などバッテリー内部の温度が上昇しているときは、充電できないことがありまず。バッテリー内部の温 
度が規定温度まで下がれば、充電を開始しまず。 

(固囲の温度により、充電開始までに1〜2時間かかる場合がありまず。） 

5. バッテリーを巧電器からタトす 

残量表示ランプが消灯(充電完了）していることを確認し、充電器を 
巧さえながらバッテリーをタトした後、コンセント (AC100 V)から電源プ 

手前に倒し、 フクを抜、。 

革よ。だ'.るI ろ※巧電器の待機)'肖費電力は約 1.5 W でず。 

巧 さえながら） 



6. 自転まの取付開□部から端子カパーをはずし、バッテリーを柔せる 

取付開□部溝とバッテリーのツメを合わせながら乗せる。 
(残量表示ランプのある面を手前にずる。） 




•巧れやほこりがつくのを防ぐため、取り外した端子カバーは、巧電器の充電端子部 
にかぶせておいてくださし、。 


巧電のしかた 
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巧電しましょう (2) 


7.バッテリーを起こず 

バッテリ-を「カチッ」と音がするまで、垂直に起こす。 

(バッテリーのカドを支点にして、弧をえがくように起こず。） 

•装着後、バッテリーを手前に弓 I いてみて、確実に装着されたことを殖認してください。 

- fA 注,音、 I- 

■バッテリーが柏実に装着されたことをお認する 

落下し、けがをずるおそれがありまず。 


充電ずるときのポイント 

•初めて索る時や1力月な上索られていない場合は、必ず充電してください。（出荷時は、満充電していません。） 
•巧電時の周囲気温は、5で〜35での場所で充電してください。縮露しないようごを意ください。） 

•巧電器には、水やほこりがたまらないよう、ごを意ください。 

•雨天走行後に巧電ずるときは、水分をふき取ってから巧電してください。（充電器内に水が入って故障の原因になり 
まず。） 

•充電器は、必を外装箱から出して、ご使苗ください。（充電中の熱により、ケース等が変形ずるおそれがありまず。） 
•使用しなくても、3力月に一度は充電してください。（項 P 42ぺージ） 

•テレビ•ラジオなどのそばで巧電をずると、雑音が入ったり、テレビの画面がちらついたりずる場合がありまず。その 
場合は、電化製品から離して（コンセントを変えるなど）巧電を行ってください。 

( お知らせ） 

•バッテリーな護の為に、満充電からの再充電はできません。 

♦バッテリー温度が低い場合は、巧電時間が長くなりまず。 

•リチウムイオンバッテリーは、メモリー効果がありませんので、リフレッシュ充電*は不要でず。 

※リフレッシュ巧電とは、バッテリー性能を回復させるため一度放電させた後、充電を行うことでず。 



巧電のしかた 
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乗るまえの準備 (1) ( 組立手順） 

1. 車両本体(ま体部）を組なてる 


A 警告 


广 

ZJA 貢口 


■メインパイプのジョイント部分を 

■クイックレバーフックを 

■固定ナットが奥まで確実にはまってい 

持って開閉しない 

かけて走行する 

るか確認する 

/ C \ 指や手をはさんでけがをずるお 

転倒によるけがの 

メインパイプのジョイント部分が開き、 

それがありまず。 

も'それがありまず。 

転倒によるけがのおそれがありまず。 

ノ 


①クイックレバーが進行方向側方)にあることを確認し、二つ巧りになっている自転車を開く。 
固をナットがジョイント部へ入り込み、仮固をします。 



r お知らせ） 

•クイックレバーが進行方向(前方）に向いていないと、ジョイント部へ固定ナットが入り込みません。 


③スタンドを立てる。⑤クイックレバーを ④クイックレバーをクイックレバーフックに 



•クイックレバーの回転が、フレームと直角 (90° ) のイ立置にくるまでに、重くなったり、後方45°のイ立置を越えても 
手ごたえがない場合は、販売店に固定ナットの調整をご依頼ください。 

•組な後は、クイックレノく一にクイックレノくーフックが確実に弓 I っ掛かり、クイックレノく一が動かないことを確認して 
ください。 


柔るまえに 
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乗るまえの準備 (2) 


2.八ンドルを組みなてる 

① ハンドルを起こず。術りたたみレバーの 
ねじはゆるめておいてください。） 



A 警告 


ジョイント部分を持つて八ンドルをおこさない 

指や手をはさんでけがをずるおそれがありまず。 


0 


■巧 D たたみレバーは必ず締め付けたげ態で走行する 
■八ンドルを締め付けてちガタや緩みがあるときは柔らない 

〇 走行中、ハンドルが巧れ曲がり、転倒によるけがの 
おそれがあります。 


② 巧りたたみレバーは、時計方向に力一杯締付けた後、邪魔にならない位置に移動させる。 
(レバー先端に約150 N{15 k 邑甘!；>(上の力で締め付けてください。） 


•組な後は、ハンドルが確実に固定さ 
れ、がたつきがないことを確認してく 
ださい。 



1) 円柱部が r カチッ」とはまり込 
んだのを確認ずる。 

2) レバーを締め付ける。 


3) 折りたたみレバーを邪魔に 
ならない位置に移動させる。 


f お知らせ） 

•ハンドルの高さは調整できません。 


3. 左ちのペダルを組み立てる 

①側板を水平に上げる。③側板を r カチッ」と音が 

するまで上にあけ'ます。 




A 警告 


■側巧と本体の固に指を入れない 

0 指や手をはさんでけがをずるおそれが 
ありまず。 

■組なをはがたつきがないか点検する 

0 踏み外して転倒によるけがのおそれが 
ありまず。 


乗るまえに 
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〔組立手順） 


4. シートピンの初期調舊をする 

① セットナットを回転させ、固ミの強さを調整ずる C 



締みる 

セツトナット 


ゆるめる 




クイツクシートピンでシートポス 

© 


卜を固定ずるとき、カムレバーが、 

しまる 

( 

ゆるむ 


©の位置でシートポストの固定 
がゆるい場合はカムレバーを 
いったん開けて、セットナットを 

セット 

1/2〜1回転締め込み、再度力 


// ナット 

ムレバーを©のイ立置まで閉めて 
ください。 


A 警告 


■カムレバーは、を方向に確実に閉める 


〇 



固定が外れ、 
転倒によるけ 
力 A レバーがのおそれが 

ありまず。 


•カムレバーを閉じるときの力は、カムレバーの先端を手 
のひらで力いっぱい巧込んで閉じられるくらいが正甫で 
す。重ずぎる場合や軽ずぎる場合はセツトナツトで調整 
してくださし、。 

③ サドル前端が正しく進行方向を向く様保持し 
ながら、カムレバーを回較させずに、開閉に 
よって締付ける。 


A 注意 


■カムレバーを開けるときは、サドルを支え持つ 


サドルが落下し、手や 
指をはさんでけがをず 
るおそれがありまず。 




A 警告 


■調壁をは必ずがたつきやずれがないか点検をする 


〇 



シートポストが巧れたり、固定が不安定になり、転倒によ 
るけがのおそれがありまず。 


5. バッテリーライト、フ□ントリフレクタの調璧お認 

①バッテリーライトが、前方10 m の路面が見える角度になっているか確認してください。 

③フ□ントリフレクタの反射面が地面及び前車輪に巧して直ちになっているか確認してください£ 




•バッテリーライトの角度を変更ずると、フ□ントリフレクタの角度も変わってしまうため必ずライト角度調整後、 
フ□ントリフレクタの角度調整をおこなってくださし、。 


乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 (1) 


ち全にご乗車いただくため、乗るまえにつざの点検、調整と走行テストを実施ずる習慣をつけましよラ。 


A 警告 


■各部にガタやユルミおよび、をお-ひび割れ等があるときは柔らない 



(5 





折れて転倒による、けがのおそれがありまず。 

参ひび割れや変形を見つけたら、ずぐに乗るのを止めて、販売店で点検、交換をしてください。 

参前ホークは衝突などの強い力を受けたとき、変形ずることによって乗員や車体への衝撃を和らげるように設計してありまず。 

衝突や転倒など強い衝撃が加わった後は、前ホークに変形やひび割れなどの異甫がないか点検してください。 

参スポークが1本でも切れたまま使田を続けると、他のスポークに負担がかかり寿命が短くなりまず。切れたスポークは直ち 
に交換してください。できれば、ずべてのスポークを交換されることをお勧めしまず。 

参ハンドルを締め付けてもガタ•ユルミがあるときは、ずぐに乗るのを止めて、販売店で点検をしてください。 

■前車臨の方向およびブレーキワイヤやを速ワイヤが、八ンドルステムやフレームに巻きついていないかをお認 
ずる 




ブレーキの効きずぎまたは、効かなくなり、転倒や 
衝突のおそれがありまず。 


■柔るまえの点検は、必ず実施する 

〇 事故や転倒によるけがのおそれがありまず。 

参前後ブレーキの効き、作動の点検をしてください。 

参ハンドル•ハンドルステムが、お実に固定されているか点検してください。 

参前後車輪が、お実に固定されているか点検してください。 

参前後タイヤの空気圧が適正か点検してください。 

参バッテリーが確実に装着されているか確認してください。 

参ワイヤ類(ブレーキ、変速機、手元スイッチコード、/ ッテリーライトコードなど)がたるんでいないか確認してください。 

■点検でをおや曲が0、ひび割れなどの具甫があったときは、柔ましない 


0 


事あや転倒によるけがのおそれがありまず。 

参異常があったときは販売店にご巧談ください。 


乗るまえに 
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〔□常、必ず実施ずる習慣をつけましょう。） 


■自転ま部品の点検馆源を切ったが態で巧ってくださし、) 


ジョイント部の固走 

◎がたつきがないか7 
◎クイックレバーは、クイックレバーフッ 
クに引っ掛かっているか？ _ 


サドル.シ—トポスト 

(項=25ページ） 

◎サドルに座って、両足が 
地面に着くか？ 

◎はめ合せ限界標識が、 
見えていないか7 
◎ペダルをこぐとき、ひざが 
■ ノ\ンドルに当たらないか？ 



リ卡リフレクタ 

◎割れや、巧れはないか7 
◎反射面の角度は適切か7 



_つ 






にぎり 〈左•ち> 

◎ひび割れはないか7 
◎抜けないか？ ◎回らないか7 

-フ□ントリフレクタ 
—体型バッテリーライト (原=28ぺ-ジ) 

◎点なずるか？ 

◎がたつきは、ないか？ 

◎取付ち度は適切か7 

◎割れやがたつき、巧れはないか7 

◎前からの光を反射ずる角度になっているか？ 


ベル 

◎よく鳴るか7 


◎固定は確実か？ 



リ巾ディ レーラ 

◎後ろから見て 
曲がりはないか？ 

輪 〈前•後> 

◎リム . 振れ、変形はないか？ 

◎スポーク…巧がり、おれはないか？ 
◎ノ\ブ . がたつきはないか？ 


ハンドル-ノ\ンドルステム 

◎固定は確実か7 

•ハンドルの高さ調整はできません。 

ブレー キ レバー 〈前•後> (が26〜27ぺ-ジ） 
◎よく効くか？ 

◎ワイヤのさびやほつれはないか？ 

◎固定は確実か7 ◎作動は円滑か7 

ノ\ンドル巧りたたみ部 

◎ハンドル巧りたたみ レバーは 
下がっているか？ 


'前ブレーキロ レーキブ□ック )( が26〜27ページ) 
◎ずり へって いなし、か7 
◎異物は付いていないか？ 

スポークリフレクタ 

◎割れやがたつきは、ないか7 

ハブナット 

◎車輪にがたつきは、ないか？ 

ペダル•ギヤクランク 

◎がたつきは、ないか？ 

◎ひび割れや巧がりはないか7 
◎側板の固定は確実か？ 

ペダルリフレクタ 

◎割れやがたつき巧れは、ないか7 

チェーン 

◎空回りしないか7 

◎ル石等が挟まってないか？ 

◎歯巧びや異當な音（バリバリ音等）はないか？ 
◎巧切れはないか？ 


◎タイヤ……摩耗、切傷はないか？ 
異物は付いていないか7 
空気圧は適正か7 
(が27ページ） 
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乗るまえの点検と調整 (2) 


■駆動ユニット、手元スイッチ、パッテリーの点検 


♦駆動ユニット 



参手元スイッチ 



残量表示ボタン 


-残量表示 
ランプ 



電源を入れたとき 
◎異常な音はしていないか7 
◎異臭はしていないか？ 

◎モーター部や底部が高温になっていないか？ 

外観を見て 

◎バッテリー取付端子部が汚れていないか？(が44ぺージ） 
ペダルに力を加えてみて 

◎駆動ユニットがフレームに対してがたついていないか？ 


電源を入れたとき 

◎残量表示ランプアシスト表示ランプが点なずるか？34ぺージ） 
◎ライトボタンを巧ずとライトは点なずるか7(項 "=28 ぺージ） 

外観を見て 

◎手元スイッチのケースや操作スイッチ部にひび割れ等がないか7 
◎ハンドルを曲げたとき、手元スイッチコードが突っ張っていないか？ 
◎コードクリップははずれていないか？ 


残量表示ボタンを巧したとき 

◎残量表示ランプが点なずるか？(が32ぺージ） 

外観を見て 

◎ケースにひび割れや変形、ねじのゆるみ等はないか？ 

車体に装着してみて 

◎車体に装着したとき、しっかりと車体にはまっているか？に貴=18ぺージ） 


乗るまえに 
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G わからないときは、販売店にご相談ください。） 


I サドルの高さ調整 


A 警告 


■はめ合せ限巧標識が見えるま 
で上びない 


0 



■カムレパーを回居させて締めつけ 
ない 


0 



■調壁をは必ずがたつきやずれが 
ないか点検をする 


〇 



シートポストが巧れたり、カム機構が動かなくなつて転倒によるけがのおそれがありまず。 

■サドルの上旧が傾いたまま走行しない 

サドル固定ボルトが巧れたり、固定が不を定になり、転倒によるけがのおそれがありまず。 


参高さと向きの調壁 

①サドルをまえ持つ。 

③ カムレバーを前方向に起こず。 

⑤サドルの高さと向きを調整ずる。 

④ カムレバーを後方向に倒ず。 


カムレバーを後方向に倒してもサドルが固定できない時 
は、カムレバーを前方向に起こして、セットナットを締め 
る方向に 0.5 〜1回転回し、再度、カムレバーを後方向 
に倒して、サドルが固定されている事を確認ください。 



\前方向に起こず 



催方向に倒ず 



倒ず 


参正しい方向 


♦正しい角度 


サドルの点検 



、サドル 

フレームと平行に合わせる。 


上下•左ち交互に強い力を加え、がたつきやずれがない 
こと。 


サドルの上面と地面を 
平行にずる。 

•さび付きを防止ずるために、シートポスト（立;パイプに挿入されている部分）に、薄くブリスを塗ってください。 
•サドル上面が傾いたままご使用されまずと、サドル固定ボルトが巧れる場合がありまずので、正しく調整してくだ 
さい。 

•角度の調整は販売店にご依頼ください。 


柔るまえに 
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乗るまえの点検と調整 (3) 


I ブレーキの調整(販売恩こ依 f 頁してくださし、) 


A 警告 


■ブレーキレバーの遊びが大きいままや、ルさいまま 
で走巧しない 

0 ブレーキが効かなくなったり、効き過ぎたりずること 
があり、転倒や衝突によるけがのおそれがありまず。 
参ブレーキが効かないときやブレーキレバーの遊び 
が不適切なときは、ずぐに販売店で点検を受けて 
ください。 


□-ラーブレーキグリスの補給には、必ず□-ラー 
ブレー キ専用グリスを使用する 

制動力が低下し、転倒や衝突によるけがのおそれが 
ありまず。 

参販売店で□-ラーブレーキ専用ブリス(当社品番： 
NBP 002) を補給してください。 


〇 


□ックナットは確実に締め付ける 

ブレーキの調整が狂い転倒や衝突によるけがのおそ 
れがあります。 


〇 


■音鳴0がした0、ブレーキの効きが強すぎる場合は 
使用しない 

0 転倒や衝突によるけがのおそれがありまず。 

♦ずぐに販売店で点検を受けてください。 


A 注意 


■走行直をは、ブレーキ部に手をがれない 

ブレーキ部が高温になり、やけどの原因になります。 


题) 

接軸禁止 


※下記はブレーキの調整ねじを使用した応急的な調整方法でず。販売店でブレーキワイヤを張り直ずなど、点検-再 
調整を行ってください。 


ブレーキレバー 
調整ねじ ■ 


参ブレーキレバーとグリップの間幅 

ブレーキレバーとグリップの間隔は、開放時の 
2/3〜1/2のイ立置で、ブレーキが効きだずように、 

調整する。 

♦上記の調整範囲は目をでず。調整後は必ずブレーキテストをしてください。 



(開放時の2/3 
〜 1/2) 


(開放時- 
調整ねじ 
にて調整） 


にぎり(グリップ） 


参前ブレーキ 

①□ックナットをゆるめる。 

③ 調舊ねじを回ず。 

⑤センタリンブ調整ねじで、リムと前ブレー 
キブ □ックのずき間が左ち巧等になるよラ 
に調整ずる。 

④ 走行してブレーキの効きを確認ずる。 

⑤ 調整ねじがゆるまないよう、□ックナット 
を適正締付トルクで締め付ける。 

締付トルク：1 N.m 〜2 N . m {10 kgf.cm 〜20 kgf - cm } 


@ドラィバー 

センタリンク''’ 
調整ねじ 

リム 



I mm 〜ゴ mm 


ワイヤキャップ 


乗るまえに 
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G わからないときは、販売店にご相談ください。） 


参をブレーキにーラーブレーキ） 

①□ックナットをゆるめる。 

③ クランクを巧しながら、調整ねじを回ず。 

⑤ブレーキの効きを確認ずる。 

④ 調整ねじがゆるまないよう、□ックナットを適正締 
付トルクで締め付ける。 

締付トルク：1 N*m 〜 2 N * m {10 kgf.cm 〜20 kgf . cm } 

•確実な制動力を得るために、通常1〜2年に1回程度は販売店で□-ラーブレーキ専用ブリスを補給してください。 
•ブレーキ調整が不適切な場合、ブレーキが効き過ぎたり、逆に効かないことがありまず。また、使用によるなじ 
みや摩耗で、ブレーキの効き具合が変わりまず。ブレーキが効きにくい場合は、販売店で点検を受けてくださし、。 


■空気圧の調整(前後のタイヤ) 


参適正な空気圧 

自転車に柔った状態で接地部の長さが、約6 cm 〜8 cm 程度が、適正でず。 
圧力計のついたポンプでは、空気圧の測定が巧能です。 

300 kPa 〜450 kPa {3.0 kgf / cm ^ ~ 4.5 kgf / cm ^} が適正でず。 

C お知らせ） 

•長期間使用しない場合は、空気圧は自測こ減りまず。 

•タイヤバルブの型式は、英式です。 


参空気の入れ方 

自転車用のポンプを使って空気を入れまず。 


■タイ市について 

♦走行前にタイヤに異物が刺さっていないか点検してください。パンクやタイヤ-リムを損傷させる原因になりまず。 
•タイヤの空気圧は 300 kPa {3.0 kgf / cm 2 } 末満では使用しないでください。タイヤのひび割れ、偏摩耗やパンクの 
原因になりまず。 

♦ストーブなどの熱源の巧くに置かないでくださし、。 

♦ガソリン-有機溶剤-ミ由類が付着したときは、ずぐふき取ってください。 


タイヤバルブ(英式） 



約 6 cm ~ 8 cm 


ゆるめる 
はく効く） 



ブリス 
補給 □ 


(効きにく努黛調整ねじじランク 
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乗るまえの点検と調整 (4) 


I バッテリーライトの取巧い 

--警告 


_ライトの取付がゆるんだまま、走行しない 

0 照射位置が狂い、衝突や転倒によるけがのおそれが 
ありまず。 


■走りながら、ライトボタンの操作をしない 

0 衝突や転倒によるけがのおそれがありまず。 
参一旦停止して、操作してください。 


■巧固やお巧の悪いときは無な火で柔らない 

0 衝突や転倒によるけがのおそれがありまず。 

♦ライトがつかないときは、巧しておいてください。 
おな火での夜間乗車は、を令違反になりまず。 


参ち度の調壁 

バッテリーライトは左ち各20°ずつ方向を変えること 
ができまず。運転をから前方10 m の路面が見えるよ 
うなち度に調整してください。 

締付トルク： 

0'6 N.m 〜 0'7 N * m {6 kgf.cm 〜7 kgf . cm } 

20 ° 20 ° 


♦点な方法 



①ライトボタンを巧ずとバッテ 
リーライトが点なしまず。 

③再度ライトボタンを巧ずと;'肖な 
しまず。 


※バッテリーライトは手元スイッチの電源の入切に関係 
なく点な-ミ肖なずることができまず。 

※停止して約10分経つと、自動的に;'肖なしまず。 


ライトボタン 

1 

就 

ロトド 

。雨 


. 前方10 m の路面が- 
見える状態にずる 



バッテリーライトの角度調整後、フ□ントリフレク 
夕の反射面が化面及び前車輪に対して直角になる 
ように調整してください。 

締付トルク： 0.7 N ’ m {7 kgf ’ cm } 


フ□ント 
U フレクタ 


( お知らせ） 

•内部の LED は基板直付のため交換はできません。 

•アシストがなくなっても、バッテリーライトは、ゆっくり点滅してから;'肖なしまず。 

•レンズは取り外せません。無理に取り外ずと、本体が壊れる原因になりまず。 

•バッテリーライトは規定角度な上動かさないでください。無理に動かずと、組付部が破損ずるおそれがありまず。 
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■走行距離の目安 


•新測定方法 


(社）自転車協会が定める電動アシスト自転車の走行距離の測定方法に関ずる基準 (2010 年4月1日施行）に基づき測定 


走りかた 

標準パターン 

错巧統一新テスト条件)5 


cJfc 



走行条件 

標準パターン (4 km ) 

A は、平旧路1 km 、 変速回15 km/h 
巨は、4度あ1 km 、 変速团10 km/h 
〔は、平坦路1 km 、 変速田15 km/h 
D は、4度あ1 km 、 変速回20 km/h 
参印は10秒間の停止を表ず 


走行距離 ( km ) 


23 km 


パワーモード 


26 km 


オートマチック 


37 km 


エコモード 


4度登坂連続バターン 18.1 km ； ； 

パヮーモード： ： 

I I I 

L •齡4度坂、変速团、10 km/h 1 i 

※(社）自転車協会が定める電動アシスト自転車の走行距離の測定方ミちに関ずる基準に準拠したテスト条件。 
記載ずる一充電当たりの走行距離の測定条件は，な下の通りでず。（業界統一新テスト条件） 

1) 環境温度は20 ± 5で、お風の状態 

2) バッテリーは新品を用い、バッテリーライトは;'肖な状態 

3) 車載重量(乗員と荷物の合計）は65 kg 

4) 路面は乾燥した平滑な路面 

5) タイヤ空気圧は標準空気圧350 kPa 

6) シャーシダイナモ(室内計測機）による計測 

•各アシストモードの詳細については、36ぺージをご覧ください。 

•走行距離は、バッテリーの劣化度合や、発進停止-徐行後の加速 • 登あ路走行の頻度により短くなりまず。 
またを期など気温がイ氏いときにも短くなりまず。（項°33ぺージ参照） 


4度叔変速团、10 km/h 


〈参考> そのイ也の走行パターンによる測定 

_ 走0力、た _ 

平坦路連続走行 


走行を件 


連続走な 


平お路、変速回、15 km/h 


_ 走行距離 

標準パターンの 180% 
けートマチック） 


2度登坂連続走行 


連続走を 


2度叔変速团、10 km/h 


4 度登坂連続パターンの 180% 
けートマチック） 


乗るまスのお認 (1) 
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わからないときは、販売店にご相談ください< 
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乗るまスのお認 (2) 


■バッテリーの残量 バッテリーの残量と目的化までの距離をよく確認してくださし、。 

バッテリーの容量が、どの程度残っているか、またはどの程度巧電されているかを知ることができまず。 

バッテリーの残量表示ボタンを巧ずと、残量表示ランプが、残量を表示しまず。 

(あくまでも目をとしてご使用ください。） 


バッテリー部 

残量表示ランプの表示状況 

バッテリー残量 

20 40 60 80100 % 

手元スイッチ部 
残量表示ランプの表示状況 

LED ランプ5つとも点な 

) 







LED ランプ全て点な 


約100 %〜70 % 


残量表示ランプ 


LED ランプ4つ点な] 


晴 


100 % - 80 % 


LED ランプ3つ点な] 


晴 


80 % - 60 % 


60 % - 40 % 


7シスト 


LED ランプ 3 つ点な 


約70 %~ 40 % 



LED ランプ2つ点な1 







LED ランプ1つ点な 


晴 


40 % - 20 % 


約40 %〜10 % 


LED ランプ1つ点な] 


晴 


20〇/〇〜10〇/〇 


フシスト 


才-トマチック 
エコモード 


@ 


戀圏 



LED ランプ1つ点滅 


遅い点滅^早い点滅^;'肖な 


巧 


妻 


10 % 


0 % 



お知らせ j 

>バッテリーが新品のときや、長期間使用されていないとき、または、厳寒の曰や急なあを登ったときは、まれに、残 
量表示ランプが点なしていても、アシストカが働かないことがありまず。このような時は、再度充電してください。 

>バッテリー残量がかない状態(空におい状態）で一定期間放置ずるとイ呆護回路が働き、電源が入らなくなる場合があ 
りまず。その場合はバッテリーを巧電器にセットずると解除されまず。 


乗るまえに 
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G わからないときは、販売店にご相談ください。） 


■走行距離が短くなる環境/使い方 


ぺ 。 



冬期、寒ぃとき^ 



坂道が多いとき 



向かい風が強いとき X 2 や 
走行速度が速いとき 





乗員体重、積載質量（荷物）が重いとき X 


発進、停止、加減速の回数がをいとき 


路面の状態が悪い（凸凹みち）とき 





タイヤの空気圧がほ下しているとき 


ペダルが重くなる走り方（例：重い変速の 
置（ギヤ）で走行)、急如まをしたとき 


バッテリーライトを長時間点なしたとき 


XI冬期（きい環境約5でしソ下）では、バッテリーの性能がイ氏下し、走行距離が大幅に短くなることがありまず。 
りバッテリーを暖かい室内でイ呆管し、使用ずるときだけ自転車に装着ずることで、性能低下を軽減ずることが 
できまず。 

X 2 風速2 m/s の向い風中を走行した場合、約40 %、走行距離が短くなりまず。 

X 3積載質量（索員体重）が10 k 旨増えた場合、約10 %、走行距離が短くなりまず。 

♦充電回数の増加や使用期間が長くなることでバッテリーの容量がかなくなり、走行距離が;欠第に短くなりまず。 
♦バッテリーは使庙しなくてもかしずつ自な放電し、目をの走行距離まで走れないことがありまず。 

り乗車前にバッテリーの残量確認をむ掛けてください。 

♦そのほかにも、走行距離は、気象条件、路面の状況、自転車の整備具合、自転車の索り方などにより、大幅に 
短くなることがありまず。 


乗るまえに 
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さあ、柔りましょう！ （1) 


. スタンドを上げ、柔まする。 

スタンド□ックを解除し、スタンドを後方へ完全にはね上げる。 



( お知らせ^ 

•スタンドをなてたまま乗車しないでください。スタンドが壊れるおそれがあ ります。 


2. ペダルを踏まずに電源を入れる 

手元スイッチにある電源ポタンを巧す。 

残量表示ランプとアシストランプが全点なし、約2秒後にアシストランプが1打点な 
し、残量表示ランプが現在のバッテリー残量を表示しまず。全点なの間はモーターユ 
二、ソ トの初期化をしているので、ペダルを踏まないでください。 

■かけな^ 

•残量表示ランプとアシストランプが交互に点滅ずる時はペダルに踏力を掛けない 
で電源を入れ直してください。（項=48ぺージ） 



( お知らせ^ 

•停止して約10た\経つと、自動的に電源が切れまず。（才ートオフシステム） 
再度走行ずる時は、電源を入れてください。 


3. 発進する 



ハンドルをしっかり握ってから、前後左右の安全を確認し、ペダルを踏 
んで発進ずる。 （電動補助システムが働き、作動音がしまず。） 


A 警告 


面ブんけん柔り（けり柔り）しない 


0 



転倒や接軸事巧によるけがのおそれがありまず。 

参必ずサドルにまたがって、発進してください。 

※けんけん乗り（けり乗り）とは、片足でペダルをこぎながら 
助走し、反動をつけてサドルにまたがる乗り方です。 


A 注意 


バッテリー□ックキーを付けたまま走行しない 

キーを紛失したり、足に当たってけがをずるおそれがありまず。 


0 


柔 D かた 
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G わからないときは、販売店にご相談ください。） 


•電源ボタンを巧した時に手元スイッチの残量表示ランプが点なしない場合は、バッテリーの巧電や固定が確実にで 
きているかを確認してくださし、。 

♦慣れるまでは、踏み始め及びあ道を上がり終えた直後のアシストカにを意してください。 

♦±踏まずやかかとでペダルをこがないでください。 

♦走行途中では電源を入れないでください。 

♦停車中は、前後ブレーキをかけた状態にし、ペタルに足を索せないでください。 

♦走行中に異甫な音がした場合は、乗車を中止し販売店へネ目談してください。 

( お知らせ） 

•走行中は、ラジオ等に雑音が入る場合がありまず。 

•ペタルに足を乗せた状態での停車時に振動を感じる場合がありまずが、駆動ユニット固ちの特性によるもので、故 
障ではありません。 

♦ワイヤレス式のスピードメータなどでは、誤表示となる場合がありまず。 


■ブレーキのかけかた 

- [ Afc 告 - 

■雨天時や下 D 坂ではスピードをホさない ■前ブレーキだけを強くかけない 

ブレーキが効きにくく、スリップしやずいため、 iCN き輪が□ックし、自転車が前方に転倒し、けがの 

衝突や転倒によるけがのおそれがありまず。 ^ V おそれがありまず。 


①後ブレーキを巧にかけてから 
③前ブレーキをかける。 

•急なあ道のときは、降りて巧してください。 ♦下りあの手前では、ブレーキテストを行ってください。 

•下りあのときは、適時ブレーキをかけながら速度が •急ブレーキをかけなくてもよいように、いつも前方に 
でずぎないように走行してください。 を意してください。 


■幼巧用应席のご使用について 

♦この電動アシスト自転車は、幼旧用座席を取付けることはできません。 




柔 D かた 
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さあ、柔りましょう！ （2) 


■変速のしかた 



A 警告 


スピードをだしすぎない 

衝突や転倒による事巧の原因になります。 


0 


変速位置 


ペダルの回転が 


軽くなる 




重くなる 


•変速操作は、よく練習してください。 

•変速時は、ペダルを止めるかペダルの踏力を弱くして変速してください。（スムーズに変速できまず。） 


■アシストモードの切り替えかた(手元スイッチ) 


アシスト r ェコモード」•「才ートマチック」•「パワーモード」の切り督えは、電源が入っていれば、アシスト切督ボタ 
ンを巧ずだけで切り替えができまず。 


アシストモード 


アシスト 
切替ボタン 


I 為 漏!^ 

— 17シスト 


r パワ ーモー ド」… 
① T 丄② 

「才ート7チック」' 
① T 丄② 

「ェコモード」 '''' 


「オートマチック」モードより楽に走行できまずが走行距離は 
短くなりまず。 

'通甫はこのモードで走行しまず。 

'アシストカを自動的にイ氏減させ、走行距離を伸ばしまず。 


参アシストカのを化 


心， 



スタート 

平地 上り坂 

急な上り坂 

下り®\ - ► 

平地 

モード設定/走巧を件 

走巧条件とアシストカ 

スタート 

平地 

上り坂 

急な上0お 

下り坂 

平地 

『パヮーモード』 

強 

強 

強 

強 

オフ 

強 

『才ート7チック』 

強 

中 

強 

強 

オフ 

中 

『エコモード』 

中 

弱 

中 

中 

オフ 

弱 


f お知らせ^ 

•電源を入れた時は、前回電源を OFF した時のモードで起動しまず(才ートメモリー機能)。あ道や重い荷物を 
載せて走行ずる時は、アシスト切督ボタンを巧し、「パワーモード」にしてくださし、。 

•電動アシスト自転車になれるまでは r エコモード」で走行してください。 

•下りあ等でペダルが軽くなると、ずべてのモードで自動的にモーターが止まり無駄な電力;'肖費を抑えまず。 
•アシスト切曾ボタンの「 A 」と「▽」を巧し過ぎてもアシストモードは一巡しません。 


柔 D かた 
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G わからないときは、販売店にご相談ください。） 


■ hS ブで/ホ I 、ホ' Vf — (標準的な変速イな置を示していまずが、自分の体調や脚力に 

■な巧懦 W 丄ナ/ホ1史レ 1 /J /し ぁゎせ、酬な変速の置をお選びくださし、。） 

推奨変速位置 



楽な走巧をするには… 

•タイヤの空気圧はいつも適切にしてください。（〔貢=27ぺージ） 

•軽めの変速イ立置を選んでください。（特に発進と上りあ。） 

•変速機やアシストモードは、あや風の状態、体調等によって、最適の f 立置を選んでくださし、。 


A 警告 


■道ぐ力を巧いて、ペダルを空居気ほに軽く回おさせながらを速操作をする 


〇 


間違った変速操作をずると事がや故障の原因になりまず。 
参初めて変速機を使われる人は、よく練習してください。 


■なのよラな変速はしない 

0 •ペダルを止めたままの変速 
•停止しているときの変速 
•ペダルを逆転させながらの変速 

事故や故障の原因になります。 


•ペタルを強く踏みこみながらの変速 
•シフトグリップをお涅に操作ずる変速 
•—度に2段しソ上ずる変速 


柔 D かた 
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乗ったあとの駐輪 • 施錠 


自転まから隨 D る前に手元スイッチの電源を切る 




手元スイッチにある電源ボタンを巧して、電源を切る。 

残量表示ランプとアシストランプが;'肖なずる。 

C お知らせ） 

•バッテリーライト点な時、電源を切ると、ライトは;'肖なしまず。 


2. 駐輪する 




ブレーキを握ったまま、サドルから降りる。 
スタンドを立てる。 

(スタンド□ックが自動的にかかることを殖認してください。) 


3. ワイヤ錠で施錠ずる 

C 駐輪場のご注意） 

•駐輪場など、決められた場所に駐輪してください。 
•盗難防止のため、必ず施綻して駐輪してくださし、。 
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乗ったあとは…け） ( 巧りたたみ手順） 


ペダルを巧 D たたむ 

①側板の外側を持って、 
本体に巧し付ける。 


③側板を巧し付けながら、 
下方向に側板を下げる。 



A ミ主意 


■側板のタト側を持って作業する 

〇 手や指をはさんでけがを 
ずるおそれがありまず。 


2.サドルを下げる 

① サドルをミえ持ちながらカムレバーを開ける。 


カムレバ^^ 


A ミち意 


■カムレバーを開けるときは、サドルを支え持つ 


〇 



サドルが落下し、手や指 
をはさんでけがをずるお 
それがありまず。 


② サドルを下げる。 


⑤ カムレバーを回転させずに開閉によって締付ける。 



3.ハンドルを巧0たたむ 

① 巧りたたみレバーを持ち上げ、反時計方向に 
回車ミさせてゆるめる。 


A 警告 



ジョイント部分を持って巧りたたまない 

指や手をはさんでけがをずるおそれがありまず。 




1) 巧りたたみレバーを持って 
ゆるめる。（バスケット等に 
接軸しないよう回転させて 
ください。） 


円を部 

2) 8〜日回転ゆるめる。 


つたあと 
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乗ったあとは…〇) 


③ ノ \ンドルを巧りたたむ。 



•ハンドルをおりたたむとき、ブレーキワイヤがジョイント部等に弓 I つ掛からな 
いようごを意ください。 

•ハンドルをおりたたんだ後、巧りたたみレノ《一を最後まで締め付けてください。 


4. ま両本体（ま体部）をお0たたむ 

① □ックを解除しスタンドを跳ね上げる。 



A 警告 


ジョイント部分を持って巧りたたまない 

指や手をはさんでけがをずるおそれがありまず。 


0 


②ち側のペダルが後方になるように、 ⑤ クイックレバーフックを前方にスライドさせながら、 
ギヤクランクを回転する。 クイックレバーを進巧方向(前方）へ回転させる。 



④ ジョイント部の固をナットを引き出すとき、おりたたみレバー付け根の 
車体部を巧し付けるようにしながら引き出す。 



r お知らせ^ 

•おりたたみレバーが進行方向(前方）に向いていないと、ジョイ 
ント部の固定ナットは、引き出ずことができません。 

•接続部にかしでも際間があると、固定ナツトが引き出しにくくな 
りまず。 
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G 折りたたみ手順） 


⑤ 自転車の前半分を反時計方向に回較させて巧りたたみ、前後の車輪とノ\ンドルを付属の締付 
けバンド (2 本）で結束する。 





♦前後の車輪が平行になるよラに、巧等に結束してください。 

•巧りたたんだ状態での持ち運びは、自転車を両手でしっかり持ち、周囲の人、物に十分を意して行ってくださし、。 

C お知らせ） 

♦フレームを巧りたたむ際は、必ずバッテリー□ックキーを抜いておいてください。フレームに傷がついたり、バッ 
テリー□ックキーが破損ずるおそれがありまず。 



つたあと 
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保管/廃棄 


お願し、 


A 警告 


■持ち運びの際には電源を切る 

〇 自動車への積載時等、持ち運びの際に不意にペダルが}甲された場合にセンサーが感知し、車輪が回転し、卷き込まれ 
てけがをずるおそれがありまず。 


>自動車などでの運搬の際にはバッテリーをはずしてください。 

電源を切っていても、不を定な状態で倒れたり、突起部に当たったりして電源ボタンが巧され、電源が入る場合があ 
りまず。さらに、ペダルが押された場合にセンサーが感知し、車輪が回転したり、ライトスイッチが入り、ライトが点 
なしまずとバッテリーが;'肖耗しまず。 


■保管場所 

•を定のよいところ。 

参風通しがよく、湿気のかないところ。 
•雨つゆや直射曰化が当りにくいところ。 



■タイヤの管埋 

•空気を適正空気圧まで入れてください。 你。 ぺージ） 


■長期間保管する場合 

•ごみやほこりがつくのを防ぐため、「サイクルカバー(別売オプション)」の使用をおずずめしまず。 

•長期間、バッテリーを取りタトしたままにずるときは、巧れやほこりがつかないように、付属の端テカバーを装着してく 
ださい。（端テカバーを装着したまま走行しないでください。落下して破損ずるおそれがありまず。）(が16ぺージ) 

■バッテリーの保管 

•バッテリーのな管については42ぺージをご覧ください。 


■廃棄するとき 

•自転車を廃棄ずるときは、お住まいの地域のルールに従ってください。 

•使用済みの充電式バッテリーは、廃棄せずお早めに販売店かリサイクル協力店へお持ちください。 
(資源ち効利用促進まに基づき、貴重な資源を守りましよラ。） 


運搬/保管/廃棄 
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■バッテリーの種類 

参リチウムイオンバッテリーを使用していまず。 

•この自転車には、メモリー効果のむ配がなく、軽量でを全性に優れたリチウムイオンバッテリーを搭載していまず。 

品香 

•仕様表でご確認ください。 （ C ^52 ぺージ） 



参標準装備のバッテリーは、回生充電対応バッテリーでずが、お買い上げの自転車では回生充電を行うことはできま 
せん。当社の回生充電機能付電動アシスト自転車に使用ずると、回生充電が行えまず。 


■バッテリーの交換•廃棄 

•お買いボめの販売店にご相談ください。 

大部分の素材がリサイクル巧能です。貴重な資源を守るために、使用済みの充電式リチウムイオン 
バッテリーは、廃棄しないでお早めに販売店かリサイク j レ協力店へお持ちください。 


■寿命の目安 

•バッテリーの寿命の目をは、使用期間で1年半〜2年です。 

•使用期間が2年しソ内でも、充-放電回数が300〜400回を超えた場合は寿命となりまず。 
♦バッテリーの寿命は、走行状況、保存の状態、気温などによって、目をの時期より短くなりまず。 



参1回の充電で、走行できる距離が著しく短くなったときが、交換の時期でず。（新品時の約60 %な下） 

•冬期（約5でな下）や寒い環境下では、一充電あたりの走行距離が短くなりまず。これはバッテリーの特性上の 
現まで、気温が高くなると走行距離はもとに戻りまず。 

参バッテリー寿命の目をと、製品のイ呆証期間とは関係ありません。 


■バッテリーの長期保管 

参電動アシスト自転車からバッテリーを取り外し、満充電して保管してください。 

参固囲気温が0で〜40での場所でイ呆管してください。 

•バッテリーの劣化を抑えるため、最低3力月に1回は充電してください。 

•バッテリーの残量表示ボタンを巧した時に、 LED ランプが点なしない場合、な護回路が働いていまず。バッテリー 
を充電器にセットし、充電状態にずると解除されまず。 

•長期間保管後に再使用ずるときは、予めバッテリー残量をお認し、不足している場合は必ず充電してください。 



A ツア U — について 
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お手入れ 


■曰甫のお手入れ 

•乾いた巧やブラシで、おや±、ほこりを落としてください。 
•洗車は、しないでください。 

•がんこな巧れには、台所用洗剤(中性）を薄めてご使用ください。 


■湿気の多い所や巧岸沿いでのお手入れ 

•さびやずいので、お手入れの回数を、をくしてください。 

•本自転車は生活防水性能を備えていまずが、駆動ユニットやバッテリー、手元スイッチには直接圧力がかかるよう 
な洗車や、水をかけながらの洗車はしないでください。駆動ユニットやバッテリー内部に水が入った場合、故障の 
原因となるおそれがありまず。万一、駆動ユニット、バッテリーなどが水に浸かった場合は、販売店で点検をご依 
頼ください。 

•長期間ご使用になるとバッテリーの取外しが固くなる場合がありまず。これは、車体側接続端子の表面に巧れや 
酸化物が付着し、バッテリー端子との滑りが悪くなるためでず。バッテリーの取外しが固くなったときは、乾いた巧 
で車体側接続端子の巧れや酸化物をふき取ってください。このとき、シヨートずるおそれがありまずので、金属製 
の物は使用しないでください。 

•バッテリーケースの汚れは、水を含ませた巧などでふき取ってください。 

•シンナー等の有機溶剤は、使用しないでください。（塗装がはげたり、樹脂製部品が浸食されまず。） 

•サドルには、ワックスをかけないでください。（座ったとき衣服が巧れたり、ずべりまず。） 

•雨天走行後は、リム側面のブレーキブ□ック接軸面の砂やおをふき取ってください。（黒く変色ずるのを防ぎまず。） 


注油 



A 警告 


■リムやブレーキブ□ック(コム部）には、油をつけない■ブレーキグリスの補給には、□-ラーブレーキ専用 

グリスを使用する 


◎ 

を油禁止 



〇 



ブレーキが効かなくなり、衝突や転倒によるけがのおそれがありまず。 


お手入れ/注油口いて 



必要なとき 
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注油場所と注油禁止場所 




このマークは、をな場所を示しまず。 


咳 


このマークは、をな禁止場所を示しまず。 


•巧の種類は、必を自転車用;'由を使用してください。（食用;'由などは、硬化ずるおそれがありまず。） 
•を分な巧は、乾いた巧でふき取ってください。 


P バッテリー□ック 



キー巧に;ま;由。 

(さびによる動作不具合を 
防ぎまず。） 

(§) 後ブレ-キ 

•メンテナンスをずる場合 
は専用ブリスを使用して 
ください。 

(が26〜27ぺージ） 


レバーの巧動部とワイヤの固定部に 
を;由 。 

(ワイヤがさびて、切れやずくなるの 
を防ぎまず。） 


I 前フレーキ 
(ブレーキブ□ック） 

タイヤ〈前•後> 

ついた;由は、ずぐふき取る。 

(ひび割れなど老化を防ぎまず。） 


@リム〈前. 


後> 


チ王ーンケース 


ついた；'由は、ずぐふき取る。 

(変色や塗装がはげるのを防ぎ 
まず。） 


P スタンド 

1 a 



^チェーン 


P リヤディレーラ 




巧動部にを;'由。 

スタンド□ックの裏側の 
2本のカシメ部分'。 

バネ引っ掛け部の上端。 


クランクを回しながらをな。 
(チェーン•ギヤのさびつき、 
摩耗を防ぎまず。） 

を分なミ由はふき取る。（ミ由ミちれ 
やほこりの付着を防ぎまず。） 


巧動部とプーリーにを巧 C 


必要なとき 
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定期点検 


定期点検 


- 警告1 - 

■定期点検は、必ず実施する 

異苗ゃ故障の発見がおくれ事故発生によるけがのおそれがありまず。 

■部品の交換は、巧の昼’準で実施する 

〇 •ブレーキワイヤ-変速ワイヤは、異甫がなくても2年に1回は、交換ずる。 
•タイヤは、接地面（トレッド）の溝がなくなる前に交換ずる。 

•ブレーキブ□ックは、溝の残りが、1 mm になる前に交換ずる。 

•ブレーキブ□ックは、リムにあった純正ブレーキブ□ックに交換ずる。 


摩 
もし、キ 

ブレーキが効かなくなったり、スリップのため転倒によるけがのおそれがありまず。 


点検と整備は、自転車の大切な健康該断です。 

いつまでもを全にお乗りいただくために、ご使用後初めての初回 (2 力月な内）点検と、6力月毎の定期点検の実施を 
お願いしまず。 

•初回 (2 力月 W 巧）の点検と整備 

お買い上げ2力月化のご使用で、各部にねじのゆるみが出ることがありまず。 

必ホお買いおめの販売店または修理代巧店で、自転車を全整備±、自転車技±(自転車組な整備±)、もしくは 
それと同等の技術を有ずるをにより点検-整備をお受けください。 

• 2 回目 W 隨 (6 力月每）の点検と璧備 

ま全にご愛用頂くため、必ず継続してお受けください。 


1 mm 
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自転ままを基準/ BAA トク/点巧藝備済 TS トクのご紹介 


この自転車は(社）自転車協会がをめた自転車安全基準に基づく型式検査に合格した適合車です。 


自転車安全基準 


「自転車ち全基準」は、(社）自転車協会が jis (日本工業規樹をべースに、 DIN (ドイツ規樹など海外の規格やヨー□ッ 
パの環境負荷物質に関ずる規制 ( RoHS 指令）を踏まえて、ミ肖費をのを全第一と環境負荷のイ丘減を目的として定めた 
基準でず。 


B A A 7 -ク 


「 baa マーク」は、自転車を全基準に基づく型式検査に合格した適合車に、貼ることができるマーク 
でず。 

「 baa マーク」は、自転車のなパイプに貼付されていまず。 

X BAA = 自転車協会認証 -BICYCLE ASSOCIATION ( JAPAN ) APPROVED 


点検整備済 TS マーク（保険がき）のご紹介 


•工場出荷時に貼付している TS マークた夏=15ぺージ）には、イ呆険は付帯されていません。 
•傷害な険と目宜償責任な険が付帯されたな険付き TS マーク(左図）が別にあり、お客様 
のご希望により貼付ずることができまず。 

•保険付き TS マークは、自転車を全整備店 ( TS マーク取扱店）で点検整備を行い、基準 
に適合したを全な自転車であることを確認した上で貼ることができまず。 

•費用やな険内容など詳細は、お買いボめの販売店もしくは自転車を全整備店 ( TS マー 
ク取扱店）にごホ目談ください。 

•点検 I I 年 [] 月 I I 曰が記入されていない場合は、 

必ホお買いあめの販売店に記入してもらってください。記入されていない場合は、 
補償されないときがありまず。 



賠償責任-傷害お隨付 （1 年間有効) 
自転車を全 碧備± 番号 






点が片 

戶 

3 

曰 

J 
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♦バッテリーが正しく挿入されていまずか？ 

充電器のバッテリー挿入部がよごれていませんか？ 

〇よごれを取り除き、バッテリーを正しく挿入してください。 

16〜18 

参満充電ではありませんか7 

〇バッテリーの残量表示ボタンを巧して、チェックしてく 
ださい。満充電からの再充電はできません。 

一度使用してから、充電してください。 

— 

•残量表示ボタンを巧した時、 LED ランプが流れるように 
点滅ずる場合はバッテリーの故障が考えられまず。 

く>販売店にごホ目談くださし、。 

— 


が障かな 7 



まず;巧の表に従ってお調べいただき、直らないときは、お求めの販売店に修理をご依頼ください C 


ぺ 

ダ 

ル 


ア 

シ 

ス 

卜 


症げ 


手元スイッチのアシストラ 
ンプ、残量表示ランプが点 
灯しない 


バッテリーの残量表示ラン 
プが点のしない 

手元スイッチの残量表示ラ 
ンプが早い点滅をしたり、 
点口しない_ 

手元スイッチの巧量表示ラ 
ンプとアシストランプが交 
互に 1 回ずつ点滅ずる 

手元スイッチの残量表示ラ 
ンプが2回、アシストラン 
プが 1 回の割合で点滅ずる 


手元スイッチの巧量表示ラ 
ンプは残量を表示ずるが、 
アシストランプが点滅ずる 


補助(アシスト）が切れたり 
入ったりずる 

補助(アシスト）しない 


巧処方法 


ぺージ 


•バッテリーがお実に取り付けられていまずか？ 

〇バッ テリーをお実に取り付けてくださし、。 

16〜18 

•バッテリーの残量表示ボタンを巧した時に、2 • 4審目の 
LED ランプが点滅ずれば、保護機能が働いていまず。 
〇バッ テリーを充電してくださし、。 

— 


♦バッテリーの残量表示ボタンを巧した時に、 LED ランプが 
ずべて点なしない場合、保護機能が働いていまず。 

〇バッテリーを充電してください。 

※巧電しても表示が戻らない場合は販売店にご巧談ください。 

参充電ができていまずか7 

〇バッテリーを充電してくださし、。 

•ペダルを踏みながら、電源ボタンを巧しませんでしたか7 
|=>ペダルを踏まないで、電源ボタンを巧して、電源を入れ 
_てください。_ 

•駆動ユニットの異甫でず。 

〇販売店に修理をご依頼くださし、。 

参駆動ユニットが過負荷のため、な護モードに入っていまず。 
〇変速を軽にずるなどを行い、堅負荷で走巧してくださ 
し、。しばらくずると正甫に戻りまず。 

※な護モードに入るとアシストカが制限されまず。そのまま 
走行していただいても問題ありません。表示が戻らない 
^ 場合は販売店にご相談ください。 _ 

参配線がゆるんでいたり、端子が巧れていませんか？ 

〇販売店にご相談ください。_ 

•停止して10分じ(上たっていませんか？けートオフシステム） 
〇電源ボタンを巧して、電源を入れ直してください。 


16〜18 


巧電できない 


必要なとき 
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必要なとき 


走行距離が短い 
























盗難補償/アフターサービス にっし、て 


盗難補償 


盗難補償制度とは、電動アシスト自転車をお買いあめいただいたお客様を対象に、ご購入曰より3年な内に盗難にあ 
われた場合、盗難車本体(充電器除く）の希望ル売価を(税込）の30パーセントと組な手数料4,200円(税込）で、盗 
難車と同タイプの新車をお買いボめいただくことができる制度でず。制度の詳細は下記の通りでず。 


ご購入時、イ呆証書のお客様欄に必要事項をご記入され、盗難補償登録カードをご提出いただいたお客様に限り、 
巧の内容により盗難補償がラけられまず。 

(1) を難補償の期間と節囲 

お買いあめの曰から3年間の自転車(別売部品等を含む装着部品の盗難は除く）かつ、盗難曰より90曰しソ内 
に申し込みし、ただいた場合に限りまず。 

(2) 盜難補償の内容 

■お客様のご負担①充電器を除く本体の希望ル売価を(税込み）の30% 

③組立手数料4,200円(税込み） 

( 3 ) 盗難補償の申込み要領 

■提出書類等 ①盗難にあった地区の警察署から交付を受けた証明になるもの 

(警察受理ナンバーまたは盗難届出証明書等） 

③ 盗難車の保証書 

⑤盗難車のキー （3 本） 

④ 盗難補償申込書(販売店が用意いたしまず。） 

■申込み巧 お買い求めの販売店へ現金を添えて、お申し込みください。 

追って、販売店から新車を、お渡しいたしまず。 

( 4 ) を難車の所有権 

盗難車が発見された場合は、その所有権は当社に帰属ずることを同意の上お申し込みください。 

( 5 ) 盗難補償ができない場合 

①施錠せず盗難にあった場合 


⑤防犯登録がされてない場合 

⑤景品などの贈呈品の場合 

⑦盗難補償登録力ードが返送されていない場合 


② ( 3 ) の書類及びキーがそろわない場合 
④補償期間が過ぎている場合 
⑥盗難補償車が再度、盗難にあった場合 
⑨盗難車が見つかり、返ってきた場合 


ご注意 


•生産等の都合で、同タイプの自転車をお届けできない場合がありまずことをご了承願いまず。 


アフターサービス（修理を依頼されるとき) 



お買い上げの販売店が、な証書の規定に従って、修理させていただきまず。 
おそれいりまずが、自転車にな証書を添えて、お買い上げの販売店までお持込 
みください。 


お買い上げの販売店にごホ目談ください。 


必要なとき 
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オプション ( 別売部品） 



•安全にご乗車いただくため、必ず当社の純正部品をご使用ください。 

(当社の純正部品しソ外をご使用になり、不具合が生じた場合は、保証の対象外になりまず。） 

•オプション部品の品番は都合により変更ずることがありまずので、取付けの腳こ、販売店にご確認くださし、。 

(掲載している品番は2010年3月現在のものでず。） 

•価を等詳細については、販売店にごホ目談ください。 



サイクルカバ'— 

XSAR 135 〜136 
前後お絞り(強力合成ゴム使用) 
お中央ナップ棒止め 


必要なとき 
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仕様 


品 S 

オフタイム 

品番 

BE-ENW072 

寸 

法 

全長 

1,510 mm 

全幅 

: D/0 mm 

ハンドル高さ 

960 mm 

サドル高さ 

740 mm 〜895 mm 

巧りたたみ時 

局さ： 650 mm 

長さ： 860 mm 

幅： 380 mm 

総車両質量（パッテリ-を含む） 

19.1 kg 

フレーム 

H 形巧りたたみフレーム 

ハンドル バー 

フラットバー 

ペタル 

巧りたたみペダル 

スタンド 

1 本スタンド 

タイヤ（前後） 

前 18X1.75 HE/ 後 20 X 1.75 HE 

U フレクタ 

シートステー、バッテリーライト下部、前後車輪、ペダルに取付 

補助速度範囲 
変速团の位置 

24 km/h 未満 

充電 1 回の走行距離 
(標準パタ-ン） 

23 km 《 （パワーモード使用時） 

モーター お式 

直流ブラシレスモーター 

定格出力 

250W 

補助力制御方式 

踏力比例制御 

バ 

、ソ 

品番 

NKY256B02 

種類 

リチウムイオンバッテリー 

) 

U 

1 

容量 

26 V-5 Ah 

質量（パック） 

約 1 .4 kg 

充電器形式 

スタンド型 

電源 

AC100 V(50 Hz/60 Hz) 

充電時間 

約 3 時間 

充電器質量（重量） 

約 0.7 kg 

充電器消費電力 

約 80 W 

待機消費電力 

約 1.5 W 

変速機方式 

外装 7 段シフト 

駆動方式 

インラインドライブ 

li 

前輪 

サイドプル形キャ!\ブレーキ 

後輪 

□-ラーブレーキ 

照巧装置 

バッテリー式前照灯 

盗難防止装置 

ワイヤ錠 

乗員適応身長 

140 cm しソ上 


♦索車適応身長は、個人差がありまずので、目をとしてください。 

♦づまや質量等の値は、部品のばらつきや仕様変更により、誤差が生じる場合がありまず。 

♦仕様変更などにより写真、イラストや内容が一部実車と異なる場合がありまず。 

♦バッ テリーの 寿命は、使用期間で1年半〜2年間、または充-放電回数で300 〜 400回です。 

このときのバッテリー容量は、初期の約60 %に低下しまず。（保証回数 • 期間ではありません。） 

♦この車種は、乗員体重を65 k 旨で基本設計していまず。従って、著しくオーバーした体重の方が甫用された場合は、 
各部のミ肖耗度合、劣化度合が大きくなりまず。走行距離も、『標準パターン』に巧して短くなりまず。 

※走行条件：環境温度は20 ± 5で、無風の状態、バッテリーは新品、バッテリーライトは;'肖な状態、車載重量（乗員 
と荷物の合計）は 65 k 邑、路面は乾燥した平滑な路面、タイヤ空気圧は標準空気圧。 
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■寸法について 






必要なとき 
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〜メモ〜 




